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地学漫筆

5年前アメリカに短かい旅行をして帰ってから一番

痛切に感じたことは日本との違いは言葉でも習慣でも

たく気候風土だということであった.サンフランシ

スコ第1目目には往復8車道のノ･イウエイにこれは道

路カミ違うと思いロスでは80マイルの速さの自動車で1

時間かかってぬけきらぬメトロポリタンディストリクツ

に領土の広さこそ違うと思い6週間目に総じてお金持

ちの加減で違うのかと思ってみたのであるカミ帰ってか

らいくとおりかの“研究"をとじてよくよく考えてみ

ると一番最初からつまり出発前から思っていた“気

候風土"の違いこそアメリカと日本との相異を根本的に

左右している因子だということに思い至ったというわけ

である.たまたまある芸能記者がニュｰヨｰク情報と

してもたらした記事をよんでいたらきた狂いはなしで

恐縮たかと前おきしてはたくそカミ目本では黒いのかふ

つうだがアメリカ大陸西海岸ではすでに白くなってい

る.そしてニュｰヨｰクでは少し黒味をもって差し当

り灰白色だカミやはりこうしたはなくその色の違いのよ

ってもってくるもとは気候風土の違いつまり日本で

はこれほどしめっているのに対してアメリカで壮美に

よく乾燥しているという一点にこそあるのだということ

��

の

芸術

〈らだ･のぶお

が強調しであったのに目がとまり全く同感に思った.

北京で足かけ6年間過した私にはこんたことは百も

承知のことではあったかそこはそこアプレの風潮にの

ってついつい道路の立派さわが国の30倍近くもある

領土の広さ十数倍の価値に相当する政府機関職員の待

遇にひととき目カミくらんだのであろう.ともあれよく

よく考えてみるととどのつまりはプレシニアンを核

とする乾燥大陸とせい喧いデボンのちっぽけ枚“岩石

ろ頭"の上にモンスｰンという巨大な水のかたまり

がぶつかる湿潤島しょとでは所せんくらべようもない

という現実に思い至ったのである.

このごろでこそ噴水がわカ酒でも都会のあちこちに

姿をみせる余ゆうをもってきたカミ街路は決して美しい

匁どといえ扱いところが大部分である｡彫刻や銅像

そダｰン隊ビルの窓枠や台石があってもそ津によって

よくみるとほこり&ごみでざらざらでみられたもので

扱い.簿本人はそん扱もの花と思い遇している,し

かしかつての北京天壇の大理石の彫像は蔑塵万丈のな

かにあって黒く汚れているのをみたことがなかったし

アメリカ西岸ベンチュラやサンフランシスコでみて廻っ

た建物に黒くよごれた形跡はみられなかった｡こうし

た汚れというもののつきにくい･…つまり乾燥を示す

アメリカや中共大陸のようなところでは当然のことな

がら写真をとってもきわだって鮮鋭･明りょうに映

る.これにくらべると午前中にいくらか湿度が低く

て晴れていても午後にはヘイズがかかったり曇り目

になるような目が365目のうち半分はある…･わカミ国

のように海洋にかこまれた島国では･…おし'たちから

して写真には必ずしも好適とはいえず国際コンクｰル

に国内の取材をしていってもりんかくが明白な写真と

いうわくでは勝ち目カミうすいという結論カ湖らかである.

たしかにスエｰデンやドイツの写真はいとも鮮やかで

アメリカの写真はさらに一段と明るさを加えているとい

う感じであるがこれに比較してわが日本の写真はとい

うとさくらがすみのムｰドと一種特別な技巧という点

では必ずしも魅力的でたくはないのだろうが鮮明さ

写真2ジュラ紀のGrypheaarcuat忽

(原写真は左右幅15cm)�
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写真3リモナイト

(際写真は中央の結

晶の高さ15cm)

写真4エピドｰトとカルサ

イト

(原写真は中央線れ

ん石の結晶は長さ

ユ3仁m)

③④

明るさつまり明暗の強さという点からいくと概して

分がわるいというのが常識であろう.

昭和10年前後塚本間治の山岳映画やアｰノルドフ

ァンのつくるところの“新しい土"(原節子主演映画)に

魅せられたひとりであったカミ中国大陸生活6年の間

ライカでとりまくった3,O00枚の経験からいうと日本

では“すっきりした"写真はとれ狂いものだという

きわめて簡単な結論だった.

わカ掘では自然光線に依存する限りたしかに大陸諸

国にくらべて損匁点カミ多い,カメラを用意していって

もヘイズがかかうたり曇ったりして思うようによい光

線の取材ができなかったりひどv･ときには予定した目

写真5

ジュラ紀の

写真6第三紀のαypeaster

algyptiacus(原写真.ヒ

下で約24cm

に雨が降るかどうかでいつも“こうもりがさ"に気

を使わなければならないというまことに不利な条件下

にある･…ということは実は国内にいては意識しない

のであるが一度乾燥大陸にいくとつくづくとそのあ

われさを感じるのである.あえてあわれさといってよ

いだろうそれだけ“こうもりがさ"をもちだしてい

て結構乾燥大陸と同じように大都市では水不足のなや

みをもっているというのだから･….

さである目あるときぶらりと神田を歩いていて

“pierres"という表題の衣かみがなかなか美しい芸術

写真にかざられた1冊の写真集を手に入れた.pierres

というのはフランス語でいう“石"であり鉱物と化石一�
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を通じて自然のおりたす美しさ巧みさを写真という光

学手段で芸術に結びつけた1冊の書物で齢りた開い

た頁はどれもこれも見事た鉱物あるいは化宥の拡大写真

でありしかも文字どおり芸術的ふんい慧の齢ふれたも

のぱかりで手に入れた帰りの目の湘南電算王鱒聞たり

ぷりたのしめたというわけである.

この写真集pierresは22cm×28㎝)の大意密であ

るがStevanC616h㎝ovicという人の写した鉱物肱穣

化石40種の芸術写真…･むろん十分な科学的怖値が診る

が･…を中心にしたジュネｰブの頭立自然博物館の

R.Ga10pin氏が鉱物また同じく且L独廠搬氏か化

石をそれぞれ担当して科学的助言を書いている.慈

らに序言は有名な小説家アカデミｰフランセのA鮎鰐

Maurois(アンドレモロア)氏がきわめて文学的表畷で

述べているがそのなかで芸術と自然の関連にふれと

くに鉱物の結晶や化石のうえに見い出される優雅さ対

称の美しさらせんのメカニズム秩序の正しさ狂どは

芸術作品をはるかに上廻るものであると最上級の賛辞を

呈している.

ともあれStevanC616bOnOvicの写真は鉱物結晶の

方で3～2C倍とくに7～8倍に拡大したものが多く

また化石の方は2倍から12倍ぐらい有孔虫などは45倍

という拡大振りで一つ一?が貝を見張るようなもので

あってふつうのひとよりこうした鉱物や化石をみ狂れ

ている私どもでもたしかにじ一つと･…3C秒ぐらいず

つみつめていられるくらいである.カラｰたらぬ白黒

の写真ではあるがそこカミまた落着いたハｰフトｰンの

味がにじみでていてピカピカに光ったカラｰ写真より

恋漢じっか好感かもてる.

も&もと鉱物や岩看化看の写真というのは素人受

はのするものではない,員の化看なんか花と高1中生

あたりにはな一んだ海溝におちてる貝とよく似てら一

叱いった程度の反応があるが鉱物や岩宥となると濠

ず反麻なしといってよい｡花だし宝暦淀麦いうとにわ

か1ζ眼の色がかわりはするがそうした反応を求めるた

め扱お少々どぎつくても勿ラｰ写真の方がずっと効果

的淀ろう｡

総じて野外現場で鉦るいわゆる地学写真もこの例に

もれ扱い｡断層や砦看の擁しふく関係などを苦心して

うつし色ものでも潟よそ素人受けする紀はほど遠い｡

た剖暗れいに地形紀でている断層崖や段丘あるいは屋

根と谷をがおりなす秩序たつ淀侵蝕地形の写真匁どぬお

目にかかるが素人にはとりわけどうという反店はない.

槍や穂高の山頂部がカレンダｰの写真に用いられても

宝剣岳の千畳敷カｰルや南の仙丈などがいっこうにぱっ

ともてはやされないように概して素人受けし衣いこと

はたしかたのである.

しかしそれでも程度問題であり少し専門的に地学写

真をとりまくるたらそれはしばしば芸術的であり立派

に構図も光線も遠近明暗の調子もすぐれたものに匁るこ

とは必ずしも不可能で姑'.なにしろふつう私たちの

いう地学写真とは野外の調査をしな沸ら･…片手間に

ほんとうのつけたしでとるのだからけっ作カミできる可

能性は大きかろうはずがないことが分っている.

とにかく写真には光線が一番大事でありその光線カミ

ｰ番都合よいのは早朝と夕方とであるのだけれど野外

饗駕7第三紀の貨幣肩

Nu㎜muliteslaevigatus

Lamarchi(原写真中央の

有孔虫の直径約11cm)

白亜紀のCyclobatus

oligodacty1us(原写真

上下約21cm)�
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大陸ではとにかく鮮明にものが映るし北半球の原則

は同じとしても空気か澄んでいるという一事カミやはり

なに沸しかの助けになって･…それにわが国内のように

ことさら光をさえぎる草木が少なくしかもわ添国の岩

石のように写真うつりのわるい黒ずんだ色をしていな

いでもっと原色に近い色をしていることカ茎多いので

まっぴるま直上の光線でとってもまた少々陽かけで岩

肌をとっても結構見栄えのする･…芸術的かどうかは別

としても…･写真になるというわけである.

Geo1ogyは大陸でこそはじめて本式のものに接しえら

れるが地学写真気どっていえぱ“石の芸術"もま

たたしかに大陸ではとりやすい.しかし鉱物の結晶に

すれぱのびのびと発育し化石にすればゆうゆうと石化

の道をたどりうるような安全堅固な環境に荏かった湿

気の多い火山列島ではそれをとびつくようなモチｰフ

で国際的な画材に仕あげるにはとかく労の多い割に

うるところ少たしといった感か深い.

グな噴火の写真がでている｡たいてい近

劇ζは人…･しばしばそれが夫婦づれの

観光客であることさ克珍らしくないのだが

を配して火{弾や軽石のとびかう状

鰯淋ク燦一ズアップされているの肥お員にか

嚢姜､轟垂かる｡火1工偲の資本ではそうした噴火は

ふつう新聞杜のカメラ㌢ンによって擦近

写真がとられているが驚一濠ツバやアメ

いで暗くてうっとうしいものかほとんど

で勤る古みじんも狐一軍ラス窓をそこに

規出いす金峰らが扱い｡

このあたり噴火ひとつとりても噴火と

い免ば人命の危険を感じてぽげることを凌

写真g淡ジ該撚のグ費淫棚ト響則⑪蜜然壷⑳織簸り窓意に考克る島しょ罵族のお園赫らと

(瞭響灘萎鰍汰馳鰍)(願饗鎮崖鰹ゆ鰯紬坊で鍾幻舵鰍)

噴火を悩球の芸術帥としてみること秘で

調査をしていてはその時剛⑰塞く対象秘うつせるお誉るよう終平素から教育慈れている大陸諸民族のお国が

いうわげのものではなv＼東向慧の崖を夕方通ればいらおの相異茄示意れているように思われて仕方か虹い｡

やでも目のかげろつたなかでる頭を簑つ害なけれぱな(筆者地質部長)

らないし北海巷の山腹刑か…わ淡国が北半球に存在

する眼ヅ…う凄く陽湯消りてハイライトがでるのを裏な拓本文に鵜載の写真はここで紹介し淀㌻紅

河鶴章呈の抵かにのっているものから数葉をえらびだ

っていても百年河清を蜜つ紀ひをしいで彩るうし妻ずして縮写したものセ最後ω簗はG､､慧,騒曲圭簑

素晴しい写真を期待できないの淋ふつうであろう.Mag･･ineエ958年6月号のなかから借用･転載さぜ

ていただいたものである.小さくしたため原写真の

折角の豪拳さをそこなっている点をおわびするととも

にいずれも例示するために掲けさ喧ていただいたも

のであることを重ねてお嵌り申しておく.

なお地学写真のなかに含まれるもので顕微鏡写真

がある.この方面では次かなか素晴しい魅力的な画

材がたくさんにうつされていることを承痢にしている

がここではそうした顕微鏡的なものにはふれていな

いことを御承知おき願いたい.…･次回は“部長の週

間目配")

石の芸術に付づいさせてまことに恐縮だがいまひと

つ火山の噴火の写真についても考えさせられるものがあ

る.ヨｰロッバやアメリカの雑誌にはよくショッキン

写真11500キ戸以

上の岩塊を

と浅してい

る大西洋上

の火山島の

噴火と調査

マン�




